
教 財 研 究

最初の勤務校として新設長崎北高で地学●:

科目を教えてきました。―ケ年の地学教育で

特にそ0ロ ーヵル性を生かそうといろ払ろ考

えてみました.地学で最もローカル性を出す

べき単元 としては ,「 地購 Jや「地史0

編年Jに あると思われます。

授業で使用 した教科書は中敷出版0馳学 J

です。.こ
の教科書には ,地質構造 10例とし

て福岡県朝倉炭田0地質図 1地質断面キ
‐
よび

地質柱状図 。それと着手県久慈付近の久慈層

群 ,野田層群などを掲げてあります二′

・
L・●ヽし地域的には遠方であるため生徒には

実感として。地質構鑽 地層名や地史がわか

りにく1/3よ うでしたので ,次のような教材を

^使用してみましたこ   :

実際の地質構造として長崎近郊鉄 上 C東

長崎 )と諌早南部地域を使用し下記0順序で

指導じ考察させ ,最後にシボ∵卜を提出させ、

ました。

指導l・C用い湘 表は次の1も のを使用しまし

表 1.                   
｀

住)矢上 t東長崎 )地域地質断面図

①諫早南部 (喜 津々―→ヒ高飯盛町 )地域

地質断面図

鶴 (I麟両地域の地質柱状図

鱒 矢上炭圏層序表

指導の時は次のょぅなことに留意し説明し

ましたこ  「

1,断面図は .ど この地域を示 しているか 。

西  村 暉  希  (長崎北 高 )

わかるょうに .:勉
:め

て地名や日印になる所を

記入し.しかも模式的に簡素化して表現しれ

・2.五島 .対馬などの地方出身の生徒は矢

上 :譲早を知らぬ0そ D雲仙遠足の時に地域

の確認をさせた。1

aC)①図により地質構造の実際0規模を

理解させるょうに努めた。     1
4.α)①各々ご地域そ地層め特徴にょbb'

柱状鹸 作られることを説明した。1

5。 特にf層 (侍石層 )は薄
^地

層である

が特徴ある地層であることを説明した。

6。 輸でf層をキ‐ペッド【鍵層 )と して

矢上と諌早瑳対比できふととを説萌した
=

7.対比にょりrtⅣ )●層序表が作難 れ

ることを説明した二

8。 層序表と断面図を考察することにより

この地域の地史が読みとれることを知らする|

鋭 以上により地史についての1/ポ ートを

提出させた。

次に提出した生徒のレポートの例を示そうo

この場合シポ■卜に不完全な点や問題点がた

くされふると恵うもミ,ンポニ:そのままを義
載してみた。   i

ンポート 例 1   1年 4組 K君

諌早層群 :産 じめ深1ハ海底であった所が ,

堆積を行ないながら隆起し,毛屋層において

最も浅《なりt海退 ).ま た急げきた沈降じ

て (海進)■矢止層群二深颯海とたり :重 牟
1堆積しながらゆ二くり

1と
隆起 (海退 )して :,

―地域性を生かした地典の指導
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(Ⅳ )矢 上炭 田層序表
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岩松 層

e切 宮

g毛 屋 層

i江 の 浦 層 ナ
1暑子還為響身基暮

一　

層

る

ｅｄ
な
ｂ離

ｅｙ
鍵
Ｋ

一
石

120 1砂岩・れな岩
|

40・ 1岩層を有する

1炭質頁岩を有す乞

V

諌

早

層

群

250

九 夕J  声員化石 ゆ炒麟  ∴樹L導石

館層0甲ごろにかいて再びひじょうに浅くな

り(海退 )。 また沈降してt海進)して城平

層にいたる。新第二紀 :古第二紀の地層が陸

地となり侵食を受け 。火山活動により新しぃ

地層ができた.第四紀 :侵食と堆積をくりか

えして沖積層 となる.

深い海底 (,江の浦層 )→海退二ひじょうに

浅い海底 t毛屋層 )→海進二深い海底 〔侍石

層 )→海退→雛  (館層 )■海進‐深ぃ海底

(1城平層 ),隆起→陸地 となる→侵食‐火出
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（
Ｖ

活動ず新期火山岩類二侵食■段丘堆積層報

食→沖積層 ,0海陸の変化が起き́た1 ‐ .
レポ‐ト タj2   1年 10組  I君

上 江0浦層‐が蛯較的深睡 :底に ,泥の堆積

によりできる。 (かなり長期間 )(有孔虫

を含tP)      |
2.江鋪 層が少し隆起してあまり栞 くない

海底に砂岩 と頁岩が交互にできて土1師野尾層

を成す。 (員化石を含む)      ./
3.‐ 土師野尾層の上に砂が堆積 じ砂岩0層を

成す6毛屋層は貝化酒により海底であったこ

とがわかり 3さ らに葉 っぱめ化石 trtょ りかな

り浅か
゛
ったことがわかる。    ｀

4 毛屋層のできたところで再び今度は前記

の隆起 よりも短期間で比較的深い海中まで沈

降して泥産の層を成す。これが侍石層である。

5。 次に侍石層が隆起して比較的浅い位置ま

で上昇し,砂岩0切富層を成す。

6.隆起が続いて ,再覆海面上または海面近

くまで上昇じ炭層を有する古賀層を成す。

7: 古賀層ができると ,ま た沈降し比較的浅

い位置まで下降する。そして ,砂岩 ,礫岩0

館層を成し.そ9上に砂岩④赤松層を成す。

またその上に泥着の城平層が堆積した。

8.新第二紀に入ると火山0噴火により今ま

でとは別の新期火山着類ができる .と 同時lC

その影響で隆起 した。 (1)(断層 もできた 〕

9.侵食を受けた江0浦層の上に段丘む堆積

層ができる。

10。 また矢土地域には八郎川にごる沖積層が

形成された. 以上のょうに矢上・諌早の地

史は変化していったのた .

以上がレポートの二つの例であります・

層序表などは 。とくに簡素化して岩質の時間

的変化により地質時・rtO海進海退を考ぇるよ

うに指導した。だから,泥岩圭深ぃ海め最積

物1‐ 炭層平浅海の堆積物などと,直結した考

え方もでてきてl″ まったのであるが,どあょ

うな少し極端と思われるようなことで,いい

ものかと自間しているしだいです.

:こ れまでの基本的説明に附随 した練習FEl題

として ,不整合ゃキァベッドや対比の説明 .

有孔虫 ,植物化石を含む地層の‐意味すること|

などを提示しました。  1 、,  ●1‐

以上の説明およびL/ポ ートによるとら地史

が単に層序 と堆積環境の変遷0理解に静‐わら

てしまった感があるが
・

今後は
,‐ も:ぅ と古地

理的考察も必要であろうと思います |すなわ

ち j層序→対比→地質構造→地皮‐古地理へ

と発展すべきで あると考ぇていますよもちろ

ん 。これに野外実習が伴 うと指導 としては効

果的であることは ,い うまでもありません 。
|

また。層序表における各層につけた符号は

土からabc……やo00と つけたが .地層

0堆積0瓶序を地史的に考える場合に ,秘ヽ

ら順を追二て符号をつけるべきであらたと反

省しています。

最後に
i:湛 :な

りの指導で不十分ごの上もな

い点ばかりですので ご多 くの方 々の御指導 と

御批判をおうかが仏したいと思っておりますら

なお ,県下の各高校において ,どのょうに地

域性を教材に取入れて ぉ実際の指導を行なわ

れているか ,会員諸氏の御発表を渇望してや

みません。

(昭和 40年 6月 1日 )
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